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（Ⅰ）教育に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

判断理由 教育に関する目標 に係る中期目標 ４項目 のうち １項目が 良（ ） 「 」 （ ） 、 「

好 、３項目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断し」

た。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（４項目）のうち、１項目が「良好 、３項」

目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 教育の成果に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の成果に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（１項目）が「おおむね良好」であったこと

から 「中期目標の達成状況がおおむね良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「おおむね良20 21
好」とし、この結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関連項

目「学業の成果 「進路・就職の状況」の結果も勘案して、総合的に判断」

した。

＜特記すべき点＞

（特色ある点）

○ 中期計画「ボランティア活動や学校・幼稚園等での教育支援活動を単位化する」に

ついて、平成 年度から実施することとしており、成果が出ていない状況であるもの20
、 「 」 「 」の 新カリキュラムにおいて 学校インターンシップ 及び 総合インターンシップ

の科目を単位化し、近隣５市の教育委員会、多摩地区の企業・官公庁等と協定を締結

、 、 、し 実施要綱を定めるなど 学生の将来の就業への円滑な移行を支援していることは

特色ある取組であると判断される。

（顕著な変化が認められる点）

○ 中期計画「 大学院】グレード・ポイント・アベレージ（ ）制度を導入する」に【 GPA
ついて、平成 ～ 年度の評価においては、 制度が導入されていなかった点で16 19 GPA

20 21 21 GPA「不十分」であったが、平成 、 年度の実施状況においては、平成 年度に
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制度を導入したことから改善されており 「おおむね良好」となった。、

② 教育内容等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育内容等に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（３項目）のすべてが「おおむね良好」であ

ったことから 「中期目標の達成状況がおおむね良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、３項目のすべてが「お20 21
おむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の現況分析に

おける関連項目「教育内容 「教育方法」の結果も勘案して、総合的に判」

断した。

＜特記すべき点＞

（特色ある点）

○ 中期計画「 学部 【大学院】学部や大学院の課程のみでは修得困難なインテグレー【 】

ト能力やマネージメント能力等の高度の専門的能力を育成するために、学部と大学院

の修士課程もしくは専門職学位課程による６年一貫コースを試行する」について、平

成 年度に新教員養成コースを設置し、大学院入学者選抜に特別枠を設けることによ20
り、学部教育の基礎の上に、既存の大学院並びに新設の教職大学院での６年一貫の修

学を可能にしたことは、特色ある取組であると判断される。

（顕著な変化が認められる点）

○ 中期計画「 大学院】推薦入試制度を実施する」について、平成 ～ 年度の評価【 16 19
20 21においては 計画どおりに実施されていなかった点で 不十分 であったが 平成、 「 」 、 、

年度の実施状況においては、出身大学の学部長等の推薦が得られるものを対象に秋季

入学を創設し、平成 年度から 月入学推薦入学特別選抜を実施したことから改善20 10
されており 「おおむね良好」となった。、

○ 中期計画「 学部 【大学院】学部や大学院の課程のみでは修得困難なインテグレー【 】

ト能力やマネージメント能力等の高度の専門的能力を育成するために、学部と大学院

の修士課程もしくは専門職学位課程による６年一貫コースを試行する」について、平

成 ～ 年度の評価においては、計画が試行されていなかった点で「不十分」であ16 19
ったが、平成 、 年度の実施状況においては改善されており 「おおむね良好」と20 21 、

なった （ 特色ある点」参照）。「

○ 中期計画「 大学院】教員養成の基幹大学として、力量ある教員を中心とした有為の【

教育者の養成、研究者の養成及び現職教員の研修に資するために、大学院の教育組織

、 」 、 、を再編し カリキュラムを整備する について 平成 ～ 年度の評価においては16 19
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「おおむね良好」であったが、平成 、 年度の実施状況においては、学校の多様な20 21
課題の解決を図る上で中核となる教員(スクールリーダー)の養成を目的として、平成

20 20 39 17年度に教職大学院を発足させた。平成 年度入学者 名のうち、１年履修者

名は既に修了して教育現場でスクールリーダーとして活躍しており、２年履修者 名22
は全員教職へ就職・内定しているなど、優れた成果がでていることから 「良好」とな、

った。

③ 教育の実施体制等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の実施体制等に関する目標」の16 19
下に定められている具体的な目標（１項目）が「良好」であったことか

ら 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

、 、 「 」 、平成 年度の達成状況を踏まえた結果は １項目が 良好 とし20 21
この結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関連項目「教育の

実施体制」の結果も勘案して、総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「教員の教育活動を評価する評価制度を整備する」について、教員の総合

、「 」、「 」、的業績評価の一環として 教育に関する活動 教育の質の改善・向上に関する活動

「その他特記すべき事項」から成る教育活動評価項目に基づき、教員各自の教育活動

に関する自己点検・評価を平成 年度から毎年実施し、その結果をカリキュラムや授17
業の改善に役立てていることは、優れていると判断される。

○ 中期計画「学内情報ネットワーク体制を整備する」について、学生情報トータルシ

ステムを導入し、ウェブサイトを利用した履修申告や授業情報の提供に活用している

ことに加え、さらに平成 年度には学生支援システムを導入するなど、システムの拡19
充・整備が図られ、機能していることは、優れていると判断される。

④ 学生への支援に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「学生への支援に関する目標」の下に16 19
定められている具体的な目標（１項目）が「おおむね良好」であったこ

とから 「中期目標の達成状況がおおむね良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「おおむね良20 21
好」であることから判断した。

＜特記すべき点＞
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（優れた点）

○ 中期計画「学内におけるバリアフリーを推進する」について、平成 年度に学内バ16
リアフリー化の基本方針５項目、平成 年度に「施設に関するバリアフリー化基本方17
針」を定め推進体制を整備し、平成 ～ 年度にはチェックリストを作成してハー18 19
ド・ソフトの両面で計画的にバリアフリー化を進めていることは、優れていると判断

される。

（特色ある点）

○ 中期計画「オリエンテーションの充実、オフィスアワーの開設、履修計画、進路指

導の助言体制を整備する」について、平成 年度からの運用であるものの、新たな社20
会的ニーズに対応した学生支援プログラムに採択された「学芸カフェテリアによる学

修・キャリア支援－全学の援助資源の活用と最適化された学生支援プログラムの開発

－」において、学生が大学生活の各ステージで解決していくキャリア発達課題に対応

した総合的・段階的な学生支援を目指した整備を行っていることは、特色ある取組で

あると判断される。

○ 中期計画「学生の心の健康の向上のための体制を整備する」について、平成 年度20
から、教育実習生のメンタルヘルスへの対応を強化するため、学校心理専攻の大学院

生を教育実習サポーターに充て、教育実習生に近い立場からの支援を行っていること

は、特色ある取組であると判断される。

（Ⅱ）研究に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「おおむ

ね良好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「おおむね良好」であ

ることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 研究水準及び研究の成果等に関する目標
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【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「研究水準及び研究の成果等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（３項目）のすべてが「おお

むね良好」であったことから 「中期目標の達成状況がおおむね良好であ、

る」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、３項目のすべてが「お20 21
おむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の現況分析に

「 」「 」 、おける関連項目 研究活動の状況 研究成果の状況 の結果も勘案して

総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

「 」 、○ 中期計画で 民間諸機関や企業との共同研究を推進する としていることについて

産学連携推進本部が中心となって民間諸機関や企業等との共同研究を推進し、受入れ

実績が増加していること、また、教育実践研究推進機構の特別開発研究プロジェクト

「東京学芸大学・３市連携 活用コンソーシアム」により、周辺地域との教育実践研IT
究に関する情報技術の推進に寄与していることは、優れていると判断される。

② 研究実施体制等の整備に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（ ） 「 」判断理由 平成 ～ 年度の評価結果は 研究実施体制等の整備に関する目標16 19
（ ） 、 「 」、の下に定められている具体的な目標 ５項目 のうち １項目が 良好

４項目が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達成状況がお、

おむね良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好 、４20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（特色ある点）

○ 中期計画「施設・センターの研究支援及びサービス機能を整備・拡充する」につい

て、学部、大学院、施設・センター及び附属学校が一体となり、かつ学外の関係機関

、と連携して教育実践研究を推進するために設置された教育実践研究推進機構の活動が

教育実践研究の推進に貢献するとともに、概算要求や競争的資金獲得のための基礎形

成の役割も果たしていることは、特色ある取組であると判断される。

○ 中期目標で「研究環境諸条件を点検し、改善の取組に着手する」としていることに

ついて、平成 年度に大学教員、平成 年度に附属学校教員を対象とした研究専念17 18
制度を導入していることは、特色ある取組であると判断される。
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（Ⅲ）その他の目標

（１）社会との連携、国際交流等に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（ ） 「 、 」 （ ）判断理由 社会との連携 国際交流等に関する目標 に係る中期目標 ２項目

のすべてが「おおむね良好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「社会との連携、国際交流等に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが

「おおむね良好」であることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 社会との連携、国際交流等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「社会との連携、国際交流等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（２項目）のすべてが「おお

むね良好」であったことから 「中期目標の達成状況がおおむね良好であ、

る」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目のすべてが「お20 21
おむね良好」であることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「国際協力機関、非政府組織（ 、非営利組織（ ）等との連携推NGO NPO）

進体制を整備する」について、国際協力機構（ ）と、研修員の受入れ、専門家のJICA
派遣に関する契約を締結し、 委託事業「モンゴル国子どもの発達を支援する指導JICA
法改善プロジェクト」において、モンゴル国の小学校教員用指導書の作成を支援し、

同国から高い評価を得ていることは、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「地域連携推進委員会を充実し、社会との連携等について一層の拡充を図

」 、 、 、 「 」る について 平成 年度に 東京 小金井市 当該大学の三者で 学芸大クラブ16 FC
を創設し、Ｊリーグクラブ、自治体、国立大学の連携により、地域社会のスポーツ・
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文化活動の振興に寄与していることは、特色ある取組であると判断される。

② 図書館、施設・センターに関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「図書館、施設・センターに関する目16 19
標 の下に定められている具体的な目標 ３項目 のうち １項目が 良」 （ ） 、 「

好 、２項目が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達成状」 、

況がおおむね良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好 、２20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（特色ある点）

○ 中期目標「施設・センターの運営の効率化を図るとともに、諸課題に機動的に対応

する体制を整備する」について、学内措置により設置・運営されている現職教員研修

支援センターが、現職教員の大学院就学支援等に大きな役割を果たしていることは、

特色ある取組であると判断される。


